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〈Sommario〉
  Il Don Giovanni, subito dopo la prima comparsa in Spagna nel 1625, raggiunge e domina 
anche i palcoscenici italiani con alcune compagnie della Commedia dell’arte, fino ad arrivare al 
Dom Juan di Molière nel 1665. Nel Seicento, in fatti, si trovano tanti scenari, fra i quali ne 


















本」（ローマのカサナテンセ図書館所蔵）の L’Ateista fulminato と Il convitato di pietra，「カサマ
ルチャーノ写本」（ナポリの国立図書館所蔵）の Il convitato di pietra を訳出した。
1．チーロ・モナルカ写本
　ローマのカサナテンセ図書館には，17 世紀に作成されたコンメディア・デッラルテのシナリ




B. L. R. であり，その第一部（Manoscritti, 1211）には 50 本のシナリオ，第二部（Manoscritti 
1212）には 53 本のシナリオが収められている。そして 48 本のシナリオからなる Manoscritti, 
4186. Ciro Monarca, Dell’opere regie がある。
　バジリオ・ロカテッリ（1590-1654 頃）は，ローマで活躍したアマチュアの俳優であるが，合
計 103 本のシナリオを編纂したことで，現在ではその名を知られている。コンメディア・デッラ
ルテのシナリオ集としては珍しく，編纂年の記載があり，第一部は 1618 年，第二部は 1622 年と
写本にある。
　一方の「チーロ・モナルカ」を巡っては，48 本のシナリオの編纂者の名前であろうが，現在
にいたるまでその詳細は知られていない。同シナリオ集収録の Il Medico di suo onore に「1642














　ナポリ国立図書館所蔵の写本 Gibaldone de soggetti da recitarsi all’impronto, alcuni proprij e gli 









 L’Ateista fulminato: 
  Giovanni Macchia, Vita avventure e morte di Don Giovanni, Adelphi, 1991, pp. 193-211.
 Il convitato di pietra （Ciro Monarca）: 
  Ibidem, pp. 215-229.
 Convitato di pietra （Casamarciano）: 
The Commedia dell’Arte in Naples. A Bilingual Edition of the 176 Casamarciano Scenarios. A c. 
e con traduzione di F. Cotticelli, A.Goodrich Heck, Th.F.Heck, 2 voll, Lanham （Maryland-
USA）, Scarecrow Press Inc., 2001, pp. 426-429.
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  S. Carandini, L. Mariti, Don Giovanni o l’estrema avventura del teatro, Bulzoni, 2003.
  G. Macchia, Vita avventure e morte di Don Giovanni, Adelphi, 1991. 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6 ） いわゆる「プルチネッラ」のことだが，17 世紀のナポリ方言では Pollicinella，あるいは
Pollicenella。
7 ） 「昼と夜のラッツィ」はコンメディア・デッラルテでよく知られたギャグで，道化役がしばし
ば黒い仮面をつけていることから，主人の白い顔と対比し，「双子」というのに似ていないの
はなぜかと問われた時に，「あっちは昼に生まれ，俺は夜に生まれた」と切り返す。「狼憑きの
ラッツィ」は，嘘をついているのがばれそうになった時に，「あいつは狼憑きで，時々妙なこ
とを言う」「意味もなく乱暴を働く」と，もう一方の相手に思い込ませるラッツィ。
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